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表 1 評価した外的要因 
 
 
4.2  評価方法 
本実験では，60分間のアクセス数の和を 1プロットと
して抽出しており，1日で 24プロット，1週間で 168プロ



















表 2 重回帰分析法における TPRの求め方 
 
5. 評価結果 
5.1  ロジスティック回帰分析法の精度評価 
 予測期間を 1週間とし，学習データ量を 1週間から 5
週間まで変化させた場合の結果を表 3 に示す．また，










表 3 クラス分類結果 
 
 
5.2  従来手法との予測精度比較評価 
重回帰分析法から得られた TPR とロジスティック回




















表 4 予測精度比較結果（学習データ量を変化） 
表 5 予測精度比較結果（予測期間を変化） 
 
6. まとめと今後の課題 
 ロジスティック回帰分析法を用いたトラヒック予測手法
を提案した．その結果，重回帰分析法と比較して，予
測正解率が高く，最大 85%の精度で予測できた． 
 しかし，両手法の予測精度を同じ評価指標で比較す
るには至っておらず，重回帰分析法を始めとする従来
手法とロジスティック回帰分析の精度を比較するため
の指標を検討する必要があり，今後の課題である． 
